
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

平２８年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

   事 業 内 容         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   事 業 効 果                    【目標・ねらい】 

 

① 市民が施工箇所について地域内で必要性・緊急性に 

について自ら検討し行政と一体となった安心・安全な 

まちづくりが図れた。 

② 市民自ら作業することにより道路・水路施設への愛着 

 と維持管理の精神の向上が図れた。 

③ 手作り普請協働事業を計画・参加することにより、 

地域の意見交換と団結力が高まった。 

④ 市民自らが道路水路施設の危険箇所を見つけ作業する 

ことにより地域社会の安心・安全が将来にも維持できる 

  

                                                                                                               

                                                             

   今後の取り組み    

 

より多くの市民に事業への理解を深め、さらに多くの 

市民に手作り普請協働事業に参加をして頂き、 

市民と行政が一体となった共創による安心・安全な 

まちづくりを進める。  

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 手作り普請協働事業 

事業主体 

（連絡先） 
須坂市まちづくり推進部道路河川課維持係 

事業区分 （1）地域協働の推進に関する事業  

事業タイプ ハード 

総事業費  ６，１３０，７９２円（うち支援金：３,０００,０００円） 

※自己評価【A】 

【理由】 

手作り普請協働事業の趣旨も十

分に理解得られており、地域か

らの要望も多いため。 

【甲蓋設置】 

①市民と行政が一体となった協働事業に

よる安心・安全なまちづくり 

②道路・水路愛護精神の高揚 

③地域住民の交流促進 

④コミュニティーの維持発展 

② 

③ 

④ 

 

・市が管理する道路、水路において、きめ細かな、今ま

で困難（施工できない箇所）だった道路、水路修繕箇所 

を地域住民と市が協力して整備や維持管理する活動に、

必要な資材等を貸与又は支給することにより、道路ネッ

トワークの整備を充実し、安心・安全なまちづくりや地

域活動事業の拡大を図る。              

 そして、快適で暮らしやすいまちづくりの形成を図

る。                    


